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宇宙線生成核種を用いた屋久島地域における流域斜面の侵食速度の推定
Basin-averaged erosion rates of Yakushima using cosmogenic 10Be in river sediments
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侵食のプロセスを議論する上で，降水量や傾斜，地質環境などの異なる条件下での各々の地域の侵食速度を把握するこ
とが必要となる．本研究では，気候（降水量）と侵食量の関係および高度，傾斜度と侵食量等の関係を調べることを目
的とし，宇宙線生成核種による斜面の平均的な侵食速度の推定を本邦で最も多雨な屋久島地域で行った．その結果，屋
久島と比べて降水量が数倍から数千倍も少ない地域で示された侵食速度と屋久島のそれとは，同程度となり，降水量と
侵食速度との間には相関関係は示されなかった．このことから，必ずしも降水量が地形形成の決定要因ではないことが
示唆された．屋久島は，特異的に降水量が極めて多い地域であるにもかかわらず，長期の侵食速度が遅い地域の一例と
して位置づけされる．本発表では，得られた定量的な侵食速度データおよび各種地形解析データに基づいて，屋久島に
おける斜面侵食の様式や地形の発達ついて議論する．

本研究は原子力規制委員会原子力規制庁「平成 25年度地層処分に係る地質評価手法等の整備（地質関連情報の整備）」
として実施した.
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